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滴 翠 苑 の 「長 寿 祝 い の 日」

　

敬
老
の
日

　

敬
老
の
日
は
、
昭
和
四
十
一
年
国
民
の
祝

日
に
制
定
さ
れ
、
毎
年
九
月
の
第
三
月
曜
日

を
そ
の
日
と
定
め
、「
多
年
に
わ
た
り
社
会

に
つ
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

祝
う
」
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会
で
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
明
翠
苑
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
華
翠
会
舘
で
「
長
寿
を
祝
う
会
」
が
九

月
六
日
に
催
さ
れ
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
滴
翠

苑
で
は
「
長
寿
祝
い
の
日
」
が
九
月
九
日
に
、

救
護
施
設
慈
翠
舘
で
は
「
敬
老
祝
賀
会
」
が

九
月
十
日
に
そ
れ
ぞ
れ
催
さ
れ
ま
し
た
。
長

寿
者
の
方
々
は
、
お
祝
い
を
受
け
た
り
、
祝

宴
で
の
食
事
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ご
家
族

と
の
交
流
等
楽
し
い
一
日
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
寿
者
の
皆
様
に
は
こ
れ
か
ら
も
健
康
に

留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す
の
ご
長
寿
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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第
八
回
納
涼
大
会

　

八
月
八
日
、
納
涼
大
会
当
日
は
、
朝
か
ら

薄
曇
り
の
天
気
と
な
り
、
時
お
り
小
雨
も
降

っ
て
い
た
た
め
、
開
始
時
間
を
遅
ら
せ
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

七
十
名
近
く
の
招
待
者
の
中
で
、
と
り
わ

け
、
横
堀
・
大
峰
・
五
反
田
地
区
の
子
供
達

二
十
二
名
は
元
気
良
く
、
盆
踊
り
の
輪
に
入

っ
た
り
、
太
鼓
を
叩
い
た
り
、
二
基
の
お
神

輿
を
担
い
だ
り
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

途
中
か
ら
雨
に
な
っ
た
た
め
に
、
予
定
時

間
を
切
り
上
げ
て
、
花
火
と
ゲ
ー
ム
を
行
い

早
め
の
お
開
き
と
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
ゲ
ー
ム
で
は
利
用
者
は
中
止
と
し
、

子
供
達
だ
け
で
行
い
ま
し
た
。
四
種
類
の
ゲ

ー
ム
を
行
い
景
品
を
両
手
で
抱
え
る
子
供
達

の
姿
が
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

一
方
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
「
も
っ
と
盆

踊
り
を
や
り
た
か
っ
た
」「
ゲ
ー
ム
を
し
た

か
っ
た
」
と
心
残
り
の
あ
る
納
涼
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一―

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

五
九―

三
六
三
一

　

和
紙
人
形
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

終
了
に
あ
た
っ
て

　

和
紙
人
形
ク
ラ
ブ
は
年
々
会
員
が
減
り
つ

づ
け
、
今
年
は
三
名
の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
現
在
は
二
名
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
の
で
、
今
年
の
文
化
祭
を
も
っ
て
終

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

和
紙
人
形
作
り
を
初
め
て
十
一
年
「
駒
子

人
形
」
の
基
本
作
り
か
ら
始
ま
り
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
は
、
次
は
何
を
作
ろ
う
か
な
と
心

待
ち
に
し
て
い
た
ク
ラ
ブ
で
し
た
。

　

駒
子
人
形
を
作
る
事
が
難
し
く
な
っ
て
き

た
利
用
者
に
は
「
色
紙
人
形
」
作
り
に
切
替

え
、
色
紙
人
形
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
時
に

は
、
パ
ー
ツ
の
少
な
い
「
く
る
み
絵
」
作
り

を
指
導
し
、
さ
ら
に
く
る
み
絵
も
難
し
く
な

っ
て
き
た
利
用
者
に
は
、「
は
し
入
れ
」
を

子 ど も み こ し
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�
九
月
の
行
事

　

秋
の
味
覚
会　
　
　
　
　

九
月　
　

四
日

　

長
寿
祝
い
の
日　
　
　
　

九
月　
　

九
日

　

彼
岸
法
要　
　
　
　
　
　

九
月
二
十
四
日

　

文
化
祭
作
品
作
り
風
景

　

利
用
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
作
品
数
が
減

少
し
て
い
く
中
で
、
利
用
者
全
員
が
何
か
し

ら
一
品
で
も
出
品
す
る
事
を
目
的
と
し
、
十

一
月
の
文
化
祭
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
生
花
十
二
点
・
ぬ
り
絵
八
点
・

刺
し
子
九
点
・
文
化
刺
し
ゅ
う
一
点
・
和
紙

人
形
二
点
・
竹
細
工
二
点
・
く
る
み
絵
二
点
・

根
付
十
五
点
・
飾
り
ち
ょ
う
ち
ん
十
四
点
・

ち
ぎ
り
絵
二
点
・
ス
テ
ン
シ
ル
マ
グ
三
点
・

折
り
紙
工
作
一
点
・
寄
せ
植
え
二
点
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
竹
細
工
・
刺
し
子
・
文
化
刺
し
ゅ

う
は
、
利
用
者
自
ら
、
何
を
作
る
か
決
め
て

工
夫
し
な
が
ら
作
品
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

竹
細
工
は
、
少
し
ず
つ
竹
を
削
り
各
パ
ー
ツ

を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
刺
し
子
・
文
化
刺
し

ゅ
う
は
糸
の
色
を
変
え
、
一
針
一
針
て
い
ね

い
に
刺
し
て
い
き
ま
す
。

　

完
成
し
た
作
品
を
是
非
皆
様
に
鑑
賞
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

毎
年
変
っ
て
い
く
利
用
者
の
能
力
の
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
て
作
り
方
を
工
夫
し
て
き
た
十

一
年
間
で
し
た
。

文 化 祭 の 作 品 作 り（竹 細 工）
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居
宅
生
活
訓
練

　

本
年
度
よ
り
居
宅
生
活
訓
練
事
業
が
開
始

と
な
り
、
現
在
は
ア
パ
ー
ト
二
部
屋
を
借
り
、

男
性
二
名
の
方
が
訓
練
を
受
け
、
生
活
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

訓
練
期
間
中
は
、
安
全
管
理
・
健
康
管
理

金
銭
管
理
・
公
共
機
関
の
利
用
方
法
等
を
身

に
付
け
る
為
に
、
地
域
生
活
に
近
い
環
境
で

生
活
訓
練
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
立

生
活
に
向
け
て
御
自
分
で
収
入
が
得
ら
れ
る

様
に
就
職
活
動
も
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

又
、
こ
の
他
に
も
居
宅
生
活
訓
練
参
加
希

望
者
が
現
在
五
名
お
り
、
施
設
で
生
活
さ
れ

て
い
る
間
に
、
自
立
生
活
の
為
に
重
要
な
部

分
を
訓
練
し
て
頂
き
、
火
気
の
取
り
扱
い
や

食
事
面
で
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

メ
ニ
ュ
ー
作
り
、
自
分
で
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー

に
沿
っ
た
食
事
作
り
等
を
、
実
際
に
行
っ
て

頂
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
訓
練
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
全
て
の

事
を
自
分
で
行
う
と
い
う
事
は
大
変
だ
と
感

じ
て
い
る
様
で
す
。
し
か
し
、
希
望
や
期
待

の
方
が
大
き
い
様
で
、
皆
さ
ん
自
立
生
活
に

向
け
て
現
在
一
生
懸
命
に
訓
練
に
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。

救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
四―

二
八
七
一

　

大
相
撲
観
戦

　

八
月
八
日
、
石
岡
運
動
公
園
体
育
館
で
、

日
本
相
撲
協
会
の
石
岡
・
小
美
玉
場
所
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
石
岡
市
で
大
相
撲
が
行
わ
れ

た
の
は
二
十
七
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

相
撲
好
き
の
九
名
の
利
用
者
が
大
相
撲
観
戦

に
出
か
け
ま
し
た
。

　

席
は
一
階
席
の
後
ろ
の
方
で
し
た
が
、
力

士
が
土
俵
入
り
す
る
際
、
私
達
の
す
ぐ
後
ろ

を
通
っ
て
行
く
の
で
間
近
に
見
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

取
り
組
み
が
始
ま
る
と
、
皆
さ
ん
大
き
な

声
で
声
援
を
送
り
、
大
関
・
横
綱
の
土
俵
入

り
に
な
る
と
、
今
ま
で
テ
レ
ビ
で
し
か
見
た

事
が
な
か
っ
た
利
用
者
は
、
感
激
で
涙
す
る

方
も
い
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
が
終
わ
っ
た
後
、
力
士
の
方
は

と
て
も
優
し
く
写
真
や
サ
イ
ン
に
も
応
じ
て

く
れ
て
皆
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

観
戦
後
も
興
奮
が
治
ま
ら
ず
大
相
撲
観
戦

の
様
子
を
他
の
利
用
者
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
テ
レ
ビ
で
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
力

士
を
間
近
に
見
ら
れ
、
貴
重
な
体
験
が
出
来

た
よ
う
で
し
た
。

大　相　撲　観　戦
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�
職
員
研
修
・
会
議

　

ク
レ
ー
ム
対
応
力
強
化
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
五
日
・
六
日

　

�
九
月
の
行
事

　

敬
老
祝
賀
会　
　
　
　
　

九
月　
　

十
日

　

救
護
施
設
利
用
者
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月　

十
一
日

　

石
岡
祭
礼
見
物　
　
　
　

九
月　

十
三
日

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
一
班
）
九
月
二
十
六
日

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
二
班
）
九
月　

三
十
日

　

野　

球　

観　

戦

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
で
、
今
回
、

東
京
ド
ー
ム
巨
人
戦
を
観
戦
し
て
来
ま
し
た
。

計
画
・
実
行
は
、
利
用
者
の
方
々
が
出
来
る

限
り
自
分
達
で
準
備
を
し
、
体
力
作
り
、
徒

歩
で
の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
、
電
車
や
タ
ク
シ
ー

の
手
配
、
現
金
準
備
も
全
て
利
用
者
の
皆
さ

ん
が
協
力
し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
か
い
あ
っ
て
か
、
念
願
の
東
京
ド
ー

ム
で
は
、
日
常
を
忘
れ
、
大
観
衆
の
雰
囲
気

に
の
ま
れ
つ
つ
も
、
好
き
な
選
手
を
応
援
し
、

テ
レ
ビ
と
は
一
味
違
う
目
の
前
の
プ
レ
ー
に

一
喜
一
憂
し
て
楽
し
ん
で
来
る
事
が
出
来
た

様
で
す
。

　

こ
れ
も
や
は
り
、
健
康
だ
か
ら
こ
そ
実
現

出
来
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
で
出

来
る
事
を
長
く
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
、

日
々
の
積
み
重
ね
を
大
事
に
し
、
今
後
も
健

康
を
維
持
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

野 球 観 戦 　 東 京 ド ー ム 前 で
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長
寿
を
祝
う
会

　

九
月
六
日（
土
）、
華
翠
会
舘
ホ
ー
ル
に
て
、

明
翠
苑
と
華
翠
会
舘
合
同
の
長
寿
を
祝
う
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
九
十
歳
以
上

の
方
、
米
寿
の
方
等
二
十
四
名
の
皆
さ
ん
が

お
祝
い
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
体
の

三
割
を
超
え
る
方
々
で
、
華
翠
会
舘
ホ
ー
ル

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
盛
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
施
設
長
か
ら
二
十
二
名
お
一

人
お
ひ
と
り
に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
全
員
へ
お
祝
の
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
紅
白
饅
頭
は
、
後
日

に
皆
さ
ん
美
味
し
そ
う
に
召
し
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

式
典
の
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、「
筑

波
よ
さ
こ
い
連
」
の
ソ
ー
ラ
ン
節
で
、
皆
さ

ん
楽
し
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

職
員
一
同
が
見
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
最

前
列
で
大
き
く
手
を
上
げ
元
気
に
踊
る
、
百

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
二
〇

寿
を
迎
え
ら
れ
た
高
草
木
様
で
し
た
。
普
段

の
生
活
で
は
い
つ
も
笑
顔
が
絶
え
ず
、
お
し

と
や
か
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り

に
パ
ワ
フ
ル
で
機
敏
に
踊
る
姿
は
、
驚
か
さ

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
し
て
、
ア
ン
コ
ー
ル

で
は
職
員
や
華
翠
会
舘
の
ご
利
用
者
様
も
参

加
し
、
会
場
を
大
き
く
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

家
族
会
も
行
わ
れ
、
最
近
の
施
設
の
状
況

な
ど
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

祝
宴
は
明
翠
苑
特
製
の
赤
飯
弁
当
で
、
職

員
も
後
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
あ
り
、
美
味
し
く
、
ご
家
族
と
召
し
上

が
っ
た
皆
様
に
は
楽
し
い
一
時
だ
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

長
寿
を
祝
う
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た

ご
家
族
を
始
め
ご
来
賓
の
皆
様
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
長
寿
者
の

お
祝
い
が
盛
大
に
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、

職
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

ご 家 族 と 祝 膳



FUREAINO MACHIZUKURI平成26年９月１日発行 第 2 8 5 号

（�）

○
長
寿
者
（
九
十
歳
以
上
）

　
　

高
草
木　

様
（
百
歳
）

　
　

細　

川　

様
（
九
十
九
歳
）

　
　

中　

村　

様
（
九
十
八
歳
）

　
　

大　

枝　

様
（
九
十
八
歳
）

　
　

猪　

狩　

様
（
九
十
八
歳
）

　
　

鬼　

澤　

様
（
九
十
六
歳
）

　
　

鈴　

木　

様
（
九
十
四
歳
）

　
　

海
老
澤　

様
（
九
十
四
歳
）

　
　

齋　

藤　

様
（
九
十
三
歳
）

　
　

長
谷
川　

様
（
九
十
三
歳
）

　
　

小
松
㟢　

様
（
九
十
三
歳
）

　
　

小
曽
納　

様
（
九
十
三
歳
）

　
　

河　

原　

様
（
九
十
二
歳
）

　
　

押　
　
　

様
（
九
十
一
歳
）

　
　

植　

田　

様
（
九
十
一
歳
）

　
　

海
老
澤　

様
（
九
十
一
歳
）

　
　

門　

野　

様
（
九
十
歳
）

　

長
寿
を
祝
う
会
を
迎
え
て

明
翠
苑
万
寿
会
会
長　

仲　

榮
次
郎　

　

昨
年
の
四
月
か
ら
万
寿
会
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
長
寿
を

祝
う
会
で
は
万
寿
会
会
長
と
し
て
代
表
の
あ

い
さ
つ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
本
日
は
、
長
寿
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
お
祝
い

す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
理
事
長
さ
ん
、
苑
長
さ
ん
、
皆
さ

ん
の
ご
苦
労
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
健
康
が
一
番
で
す
。
一
日
一
日

を
大
切
に
、
明
る
く
、
楽
し
く
い
き
ま
し
ょ

う
。」

　

私
は
、
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
事
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
も
無
事
に
こ
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
で
七
十
九
歳

に
な
り
ま
し
た
。
長
寿
者
の
仲
間
入
り
は
ま

だ
ま
だ
長
い
の
で
健
康
に
注
意
し
て
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
長
寿
を
祝
う
会
」
で
お
祝
い
を
受
け
た
皆
様

　
　

久
保
田　

様
（
九
十
歳
）

　
　

石　

川　

様
（
九
十
歳
）

　
　

後　

藤　

様
（
九
十
歳
）

○
百　

寿
（
百
歳
）

　
　

高
草
木　

様

○
白　

寿
（
九
十
九
歳
）

　
　

細　

川　

様

○
米　

寿
（
八
十
八
歳
）

　
　

木　

嵜　

様

　
　

本　

田　

様

　
　

川　

又　

様

　
　

大　

枝　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
年
齢
は
九
月
三
十
日
現
在

　

皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

八
月
十
五
日（
金
）

参加人数　　　５名（男０名　女５名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、鯖の土佐酢がけ
　　　　　　　人参の胡麻和え、フルーツ（みかん缶）
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　ゲーム

　畑でキュウリ・ナス・オクラ・枝
豆が採れました。今回は利用者の方
に持ち帰っていただきました。家族
の方に料理してもらいおいしく食べ
て下さいね。順々に皆さんに持って
帰ってもらいます。楽しみにしてい
て下さい。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

八
二
〇
〇

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

八
月
十
二
日（
火
）

参加人数　　　７名（男１名　女６名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　カレーピラフ、枝豆のスープ
　　　　　　　チキンサラダ、フルーツ（すいか）
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　ゲーム

　送迎の帰りに利用者の御家族より
「うちの畑で採れた物です。皆さんで
どうぞ召し上がって下さい」と大き
なスイカを頂きました。さっそく冷
し13日のおやつに出しました。皆さ
んとても喜ばれていました。ありが
とうございました。

　

長
寿
を
祝
う
会

　

九
月
六
日
（
土
）
午
前
九
時
半
か
ら
華
翠

会
舘
ホ
ー
ル
に
て
、
華
翠
会
舘
・
明
翠
苑
合

同
の
「
長
寿
を
祝
う
会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
祝
宴
等
が
あ
り
、

華
翠
会
舘
か
ら
は
次
の
皆
様
が
お
祝
い
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

○
長
寿
者
（
九
十
歳
以
上
）

　
　

櫻　

澤　

さ
ん
（
九
十
七
歳
）

　
　

小　

島　

さ
ん
（
九
十
六
歳
）

　
　

鈴　

木　

さ
ん
（
九
十
三
歳
）

　
　

大　

森　

さ
ん
（
九
十
三
歳
）

　
　

村　

田　

さ
ん
（
九
十
二
歳
）

　
　

長
谷
川　

さ
ん
（
九
十
歳
）

　
　

関　

町　

さ
ん
（
九
十
歳
）

　
　

齋　

藤　

さ
ん
（
九
十
歳
）

　
　

島　

田　

さ
ん
（
九
十
歳
）

　

○
傘
寿
（
八
十
歳
）

　
　

足　

立　

さ
ん

　
　

脊　

黒　

さ
ん

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

長 寿 者 の 表 彰
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
三
四

　

認
知
症
の
は
じ
ま
り
？

　

認
知
症
に
は
脳
の
神
経
細
胞
の
異
常
が
原

因
で
起
こ
る
「
変
性
性
認
知
症
」、
脳
梗
塞

な
ど
脳
の
血
管
の
異
常
が
原
因
で
起
こ
る

「
脳
血
管
性
認
知
症
」、
脳
外
傷
や
脳
腫
瘍
、

脳
炎
な
ど
で
起
こ
る
「
そ
の
他
の
認
知
症
」

が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
初
期
の
段
階
で
は

単
な
る
物
忘
れ
と
判
断
が
つ
き
に
く
く
、
病

院
に
行
く
べ
き
か
ど
う
か
迷
う
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
早
期
発
見
の
目
安
を
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。

○
さ
っ
き
ま
で
話
を
し
て
い
た
人
の
名
前
を

　

忘
れ
る

○
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た
り
聞
い
た
り

　

す
る

○
物
が
な
く
な
っ
た
、
盗
ま
れ
た
と
騒
ぐ

○
今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
に
ミ
ス
が
多
く

　

な
る

○
話
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い

○
約
束
の
日
時
や
場
所
を
間
違
え
る

○
知
っ
て
い
る
は
ず
の
場
所
で
迷
う

○
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
逆
に
や
さ
し
く
な

　

っ
た
り
と
人
柄
が
変
わ
る

○
一
人
に
な
る
の
を
怖
が
っ
た
り
淋
し
が
っ

　

た
り
す
る

○
身
だ
し
な
み
を
か
ま
わ
な
く
な
っ
た

○
趣
味
や
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組
に
興
味
が
な

　

く
な
り
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る

○
貯
金
を
お
ろ
し
た
り
買
物
が
で
き
な
く
な

　

っ
た

　

も
の
忘
れ
に
関
し
て
は
、
年
を
と
る
と
誰

で
も
忘
れ
っ
ぽ
く
な
る
も
の
で
す
が
、
認
知

症
の
場
合
は
「
体
験
し
た
こ
と
そ
の
も
の
を

忘
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
た
ら
早
め
に

診
察
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
早
期
発
見
に
よ
り
進
行
が
抑
え
ら
れ
た

り
、
別
の
病
気
が
発
見
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
え
る
か
ら
で
す
。
認
知
症
の
外
来
と

し
て
は
「
も
の
忘
れ
外
来
」
と
い
う
名
前
で

診
察
を
行
っ
て
い
る
病
院
が
増
え
て
い
ま
す
。

他
に
も
「
精
神
科
」「
神
経
内
科
」「
脳
神
経

外
科
」
な
ど
で
も
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
何
科
に
か
か
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い

と
き
は
病
院
に
問
い
合
わ
せ
て
み
る
と
い
い

で
し
ょ
う
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

井
川　

由
美
子　
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養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
特別養護老人ホームユニット型　  明 　 　 翠 　 　 苑
デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

社会福祉法人　滴　翠　会

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院

http://tekisuikai.or.jp/

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい

《いちじくのコンポート》
　ちょっと焼くだけで、とろりとしたコンポートに、いちじく独特の甘さと香りをお楽
しみ下さい。

●材　料（２人分）

　いちじく ………………… １個
　バター …………………… 10g
　グラニュー糖 …………… 大さじ2½
　塩 ………………………… 少々

１人分　エネルギー 78kcal

●作り方

① いちじくを洗い、８等分にします。
② フライパンに並べてバターをいちじくの上
　 に置き、グラニュー糖と塩をふりかけます。
③ 弱火でじっくりと焼き、水分を飛ばし、で
　 きあがりです。

滴翠苑　管理栄養士　高田　恵美子　


